
★指導のポイント★ 

文章を要約するた

めには、目的に応じ

て文章全体から必要

な部分を選び、内容

を端的に説明するこ

とが大切です。 

読み手の目的によ

って要約した文章も

異なるものになるこ

とを確認するように

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

 

第８２号 Ｒ３.11.10（水）

佐賀県教育庁教育振興課 

国語の“つまずき”はココ！ 

県 全国 県 全国

２　四
目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約する

（思考・判断・表現）
記述式 26.4 29.7 4.5 5.5

無解答率
出題の趣旨（評価の観点） 問題形式設問番号

正答率

 今年度実施された全国学力・学習状況調査において、佐賀県で課題がみられた問題を紹介します。

各学校の分析結果と比較検討し、今後の学習指導の改善・充実に向けた取組につなげていきましょう。 

 令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果 

【小学校国語】 ※全国：全国（公立）の割合（％） 

佐賀県 全国

1 条件①a、ｂの両方と、条件②、③を満たしているもの 26.4 29.7 ◎

2 条件①a、ｂの両方と、条件②は満たしているが、条件③は満たしていないもの 0.1 0.1

3 条件①a、bの両方は満たしているが、条件②は満たしていないもの 0 0

4 条件①aは満たしているが、条件①bは満たしていないもの 10.3 8.2

5 条件①ｂは満たしているが、条件①aは満たしていないもの 44.9 44.6

6 条件②は満たしているが、条件①ａ、bは満たしていないもの 12.6 10.3

99 上記以外の解答 1.3 1.6

0 無解答 4.5 5.5

解答類型
反応率（％）

正答

（正答の条件）

　次の条件を満たして解答している。

　①　以下の内容を取り上げて書いている。

　　a【資料】で説明されている面ファスナーのよさ

　　b【資料】で説明されている国際宇宙ステーションでの使われ方

　②　【資料】から言葉や文を取り上げて書いている。

　③　５０字以上、７０字以内で書いている。



★指導のポイント★ 

実際の言語活動において、具体的な叙述に基づいて自分の考えをもつように指導することが大切です。 

自分が理解したことを他者に説明したり、他者の考えやその根拠などを知ったりすることで、自分が文章

をどのように捉えて精査・解釈したのかを振り返り、自分の考えを確かなものにするように指導していきま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 全国 県 全国

３　四
文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考え

をもつ

（国語への関心・意欲・態度、読む能力）

記述式 15.2 20.5 29.1 24.1

設問番号 出題の趣旨（評価の観点） 問題形式
正答率 無解答率

【中学校国語】 

佐賀県 全国

1 条件①、②、③を満たして解答しているもの 15.2 20.5 ◎

2 条件①、②を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの 1.9 2.1

3 条件①、③を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの 0.2 0.3

4 条件②、③を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの 41.8 44.6

99 上記以外の解答 11.8 8.5

0 無解答 29.1 24.1

解答類型
反応率（％）

正答

（正答の条件）

　次の条件を満たして解答している。

　①　【文章の一部】から、「吾輩」が「黒」を評価している表現を引用して書いている。

　②　①で引用した表現から、「吾輩」が「黒」にどのような接し方をしていることが分

かるのかを書いている。

　③　②のような「吾輩」の接し方について、自分の考えを具体的に書いている。



★指導のポイント★ 

図形を構成する要素などに着目し、図形

の構成の仕方を捉えることができるよう

にすることが大切です。 

その際、面積を求めようとする図形の辺

の長さや位置関係、分かっている図形の辺

の長さや位置関係を捉え、面積の求め方に

ついて筋道を立てて説明できるようにし

ていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数・数学の“つまずき”はココ！ 

【小学校算数】 

※解答類型：一部省略 

県 全国 県 全国

２（３）

複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、図形を

構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉えて、

面積の求め方と答えを記述できる

（思考・判断・表現）

記述式 42.9 3.7 4.6

設問番号 出題の趣旨（評価の観点） 問題形式
正答率 無解答率

４６．０ 

求め方 平行四辺形ＡＢＣＤの面積 佐賀県 全国

（正答の条件）

　次の①、②の全てを書き、平行四辺形ＡＢＣＤの面積を６０と書いて

いる。

　①　平行四辺形ＡＢＣＤの高さを求める式や言葉

　②　平行四辺形の面積を求める公式を用いた、平行四辺形ＡＢＣＤ

の面積を求める式や言葉

（正答例）

・【求め方】

　辺ＢＣを底辺としたとき、高さは、6×２＝12 で、12cmです。

　平行四辺形ＡＢＣＤの面積は、５×12＝60で、60㎠です。

　【平行四辺形ＡＢＣＤの面積】　60 ㎠

1 ①、②の全てを書いている 60 42.9 46 ◎

3 60 0.9 1.3

4 60以外を解答しているもの、無解答 4.4 4.1

5 60 6.8 7.7

6 60以外を解答しているもの、無解答 0.5 0.6

11 65 11.7 9.6

12 類型１０、類型11以外の解答、無解答 4.6 3.7

16
平行四辺形ＡＢＣＤの面積を、二等辺三角形の面積の四つ分として

求めているもの
60 2.6 2.4

99 上記以外の解答 15.8 14

0 無解答 3.7 4.6

反応率（％）解答類型

高さを６．５ｃｍの二つ分と捉えているもの

①を書いている

②を書いている

正答



★指導のポイント★ 

データの分布の様子を捉える場面を設定し、データの傾向を的確に捉えて判断できるように指導すること

が大切です。その際、見いだした分布の特徴から結論をいうためにふさわしい根拠となるものを取り上げ、

判断したこととその理由について説明する活動を取り入れるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校数学】 

県 全国 県 全国

８（３）

データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を

用いて説明することができる

（数学的な見方や考え方）

記述式 15.6 11.1 32.2

設問番号 出題の趣旨（評価の観点） 問題形式
正答率 無解答率

３１．０ 

佐賀県 全国

1 (a)、(b)について記述しているもの 4 3.1 ◎

2 (a)のみ記述しているもの 11.5 8 〇

3
(a)について、２つの度数分布多角形の位置が異なることのみを記述しているも

の
0.2 0.3

4 ２つの度数分布多角形の形状のみを記述しているもの 4.2 4.7

5 ２つの度数分布多角形の山の高さの比較について記述しているもの 2.2 3.1

6
上記の５以外で、度数分布多角形について、最小値、最大値、再頻値（度数が最

大の階級の真ん中の値）など、ある点を比較して記述しているもの
5.5 5.8

7 度数分布多角形の相対度数に着目して記述しているもの 7.5 8.1

8 上記以外で、度数分布多角形から読み取れることを記述しているもの 1.3 1.6

9
(a)について、度数分布多角形を根拠にしているが、読み取りを誤って記述して

いるもの
0.1 0.1

10 度数分布多角形の読み取りを誤って記述しているもの 1.5 1.4

99 上記以外の解答 30.9 31.6

0 無解答 31 32.2

（正答の条件）

　次の(a)、(b)について記述しているもの。

　(a)　６時間未満の度数分布多角形よりも6時間以上の度数分布多角形の方が右

側にあること。

　(b)　日照時間が６時間以上の日は、６時間未満の日より気温差が大きい傾向にあ

ること。

解答類型
反応率（％）

正答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この調査は、 

・先生方にとっては、昨年度の結果分析を受けて、それ以降の指導の効果を検証する機会 

・子どもたちにとっては、当該学年での学習内容の定着状況を確認する機会 

といえます。出題範囲についてはすでにお伝えしていますが、調査対象教科の指導の進捗状況を確認す

るとともに、子どもたちへ事前に調査の目的等の説明を十分行った上で、実施するようお願いします。 

また、調査実施にあたっては、実施後に調査結果から

明らかとなった課題等を踏まえて、 

・これ以降の指導にどのように活かしていくのか 

・次年度にどのようなことに取り組むのか 

といったことを、共通理解 

を図りながら、具体的に計 

画したり実践したりする等、 

見通しをもって取り組んで 

ください。 

現在、ＰＤＣＡサイク
ルのこのあたりです。 

令和３年度 佐賀県小・中学校学習状況調査が実施されます 

◆調査実施日程◆ 

 本調査は、佐賀県の公立小・中学校及び義務教育学校の児童生徒の学習状況を把握・分析し、児童生徒

への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的としています。各学校においては、児童

生徒一人一人の調査結果を踏まえた指導改善につなげていただきますようお願いします。 

【新型コロナウイルス感染症対策の影響による未習が生じる等の対応】 

 佐賀県教育センターから出される「学校用説明書（p.４）」及び「実施マニュアル（p.１６、１７）」を 

御確認ください。 

なお、平成２８年４月２８日付「全国学力・学習状況調査に係る適切な取組の推進について（通知）」

では、「調査実施前に授業時間を使って集中的に過去の調査問題を練習させ、本来実施すべき学習が十分

に実施できないなどといった声が一部から寄せられているといった状況が生じている。」（一部抜粋）と

あります。県調査も同様に、本来の調査の趣旨・目的を損なうことがないよう十分に御対応いただくよ

うお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査実施後の日程】 

◆入力期間 

令和３年１２月１日（水）～令和４年１月７日（金）正午まで 

◆調査結果票の提供（ダウンロード）期間 

（個人）令和４年１月１４日（金）～令和４年３月２５日（金）１７：００まで（予定） 

（学校）令和４年１月２１日（金）～令和４年３月２５日（金）１７：００まで（予定） 

入力については、「諸調査集計・分析システム」により行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「解説資料」「報告書」「授業アイディ

ア例」は、国立教育政策研究所のウェ

ブページで公開されています。 

インフォメーション 

 令和３年度 全国学力・学習状況調査 
「解説資料」「報告書」「授業アイディア例」について 

 

国立教育政策研究所から各学校等に「解説資料」

「報告書」「授業アイディア例」が送付されている

ことと思います。 

 

「解説資料」では、出題の趣旨、学習指導要領

における領域・内容、解答類型等についてまとめ

られています。 

「報告書」では、設問ごとの解答状況、成果や

課題の有無、特徴的な解答の分析、学習指導の改

善・充実を図る際のポイント等がまとめられてい

ます。 

「授業アイディア例」では、調査結果を踏まえ

て、授業の改善・充実を図る際の参考となるよう、

授業のアイディアの一例が示されています。 

今回の調査で見られた課題は、調査

対象である小学校 6 年生と中学校 3

年生だけではなく、学校全体で組織

的・継続的に改善を図っていくことが

大切です。 

日々の授業や研修会など、様々な場

面で活用し、児童生徒の学習状況の改

善につなげましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題  

 

 

 

２ 公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題  

 

 

 

２ 公開授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中連携事業の公開授業 開催中！！ 

神埼市立脊振中学校：10 月 14 日（木） 

E-MAIL : sefuri-j@education.saga.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校区テーマ】児童・生徒の“学び”をつなぐ、学習指導の在り方 

【学校テーマ】主体的に学ぶ生徒を育てる個に応じた指導の工夫 

 

表・式・グラフを相互に関連付けて考

察したり、表現したりする授業！ 

 「小中連携による学力向上推進地域指定事業」における公開授業が、各指定校で開催されています。 

公開授業では、各学校において様々な工夫をしながら、研究の推進に向けての取組が行われています。 

 
３人の先生には、それぞれどのプランがおすすめなの

か表、グラフ、式を使って考えましょう。 

学 年： ２年生 数学  

指導者： 末次 拓実 先生 

単元名： 一次関数 一次関数の利用 

めあて： 表、グラフ、式を使って比較し、おすすめのプランを 

    考えよう 

グループでお互
いの解決方法を紹
介し合っていると
ころです。 

タブレットに
記入した自分の
考えを電子黒板
を使って説明し
ているところで
す。 

【校区テーマ】 自ら学び続ける児童生徒の育成 

【学校テーマ】 学級づくりを通して、自分事として問題解決に向かう児童の育成 

鳥栖市立旭小学校：10 月 15 日（金） 

E-MAIL: asahi-tosu-e@education.saga.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えや思いをもって伝えたり、友だ

ちの考えを聞いたりして話し合う活動！ 

 
今までの活動をふり返りながら、「あったらいいな」と

思う係を話し合いましょう。 

 上学年の係活動
やその工夫につい
て調べたことを学
級全体に紹介して
いる様子です。 

 「みんなのために」
「自分たちででき
る」「毎日できる」の
視点で選んだ係活動
をまとめているとこ
ろです。 

学 年： １年生 学級活動 

指導者： 茂田 ゆか里 先生 

議題名： ミッション７ こうきに あったらいい かかりを はなしあえ！ 

めあて： こうきに あったらいい かかりはなにか はなしあおう 

 


